
1987年出上の木簡

奈
良
・興
福
寺
勅
使
坊
門
跡
下
層

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
登
大
路
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
九
月
！

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井

一
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

興
福
寺
を
南
北
に
三
分
す
る
道
路
は
、
現
在
奈
良
県
庁
前
の
道
路
と
し
て
拡

張
さ
れ
、
古
い
地
割
ラ
イ
ン
は
こ
の
道
路
の
中
央
分
離
帯
と
し
て
残
さ
れ
て
い

た
。
今
回
こ
の
分
離
帯
の
幅
を

縮
少
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ

に
先
立
っ
て
地
下
遺
構
の
残
存

ぐ
あ
い
を
知
る
た
め
の
調
査
を

行

っ
た
。

検
出
し
た
遺
構
に
は
、
西
大

良

門

。
一
乗
院
門
跡

・
勅
使
坊
門

徐

跡
等
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
勅
使

坊
門
跡
は
、
長
径
約

一
・
五
ｍ

の
巨
大
な
自
然
石
を
利
用
し
て
い
た
が
、
こ
の
ベ
ー
ス
は
九
世
紀
代
の
池
を
埋

め
た
整
地
上
で
あ

っ
た
。
こ
の
整
地
上
下
で
検
出
さ
れ
た
池
は
、
調
査
区
内
で

は
そ
の
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
山
の
観
察
か
ら
は
ぼ
そ
の

南
端
部
あ
た
り
の
よ
う
で
あ
る
。
東
西
方
向
の
規
模
も
上
部
遺
構
を
破
壊
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
池
底
に
は
約
二
〇
側
の
厚

さ
で
黒
色
有
機
質
上
が
堆
積
し
て
お
り
、
木
簡
は
こ
の
層
中
か
ら
黒
色
土
器
片

・
フ
イ
ゴ
羽
口
等
と
共
に
検
出
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
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＜
池
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□
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口
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Ｐ
卜
箕

中
受

］

ｏ
鵠

②

　

「
□

□

□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（姦
∀
ｅ
ｗ
∞
ｏｓ

二
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
表
面
の
腐
食
が
は
な
は
だ
し
く
、

墨
痕
が
薄
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
文
字
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ω
は

上
部
に
切
り
欠
き
が
あ
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
裏
面
の
文
字
は
小
さ
く

書
い
て
い
る
。
表
裏
と
も
に
木
目
が
浮
き
出
て
お
り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
②
は
左
右
端
と
も
に
割
ら
れ
て
い
る
。

（中
井
一
夫
・
８
は
和
田
　
率
）




